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「令和元年度町民文化祭」迫る!
町民の方へ、「感謝の」演奏をお届けしよう!!

皆さんには入学後２度目となる「町民文化祭」が、間近となりました。「日
高町立」である本校は、毎年町の予算を多分に配分頂いた上での学校運営がな
されています。その予算の出所は、いうまでもなく「町の税金」！･･･という
ことは、皆さんの学校活動（寮生活も含む）すべては、町民の方々のご支援・
ご助力なしには成り立たないとさえいえるのです。更に産業学習のなかでは、
たくさんの町民の方々に、講師や野外体験、ボランティア等でお世話になって
いたり、部活動をやっている諸君は、定期的にご指導をいただいたりもしてい
ますね！ まぁ、これこそが日高高校が日高高校たる「最大の強み＝ストロン
グポイント」だと、私は常々思っています。これまで勤務した高校以外にも様
々な高校を見てきましたが、ここまで「地域と密着した」活動を行っていると
ころは、全道的いや、全国的に見ても極めて「稀」だと断言できます。
そして、日高高校産業学習の大きな「柱」が「山岳太鼓」!! 明後日の演奏

を楽しみにしています。あと、保護者の方々が多数ご来校されます。午前中の
授業参観にまずはしっかりと取り組み、普段の活動を見ていただきましょう。
皆さんの生き生きとした取り組み、期待しています！

間もなく１０月も終了！ ここ日高にも、「初雪」近し！！

＜今週のスナップ！＞ １０／２３（水）、後期生徒会役員認証式・後期生徒総会
☆新生徒会役員揃い踏み！ 左から新会長の KANAU くん、副会長 SHUNGO くん、議長 SHUNICHI くん

それぞれの決意や抱負を
述べる３名の新役員!!

「活発な討議」とまではいきませんでしたが、新体育委員長の TSUBASA くんなど、一生懸命発表！



◇自分の願望や、将来どういう人になりたいのかを表現する
のに『～～～したいと思います』を使うことは、幼稚園児や小
学生、あるいは中学生でもまだ許容範囲なのかもしれない。

しかし、高校生や大学生、大人になったならば、その言葉にそれ相応の覚悟を含めなければならない。
◆たとえば、あなたは好きな人に『君のことが好きになりたいと思います』と言うだろうか？あるいは逆
に、好きな人にそう言われたら嬉しいだろうか？確かに、断言することの怖さというのは付きまとう。『あ
のとき好きって言ってくれたのに、なんで別れるって言うの？！』とか。☆つまり、自分の言葉に責任を
持てないのは、自分で責任を取れない子どもだからである。自分が言ったことに、自分がすることに、私
たちは少しずつ責任を持って、行動することを積み重ねて、大人になり、社会人になって周りに認められ
るのではないか。心を決めて、『～～～します』と宣言すると、自分自身への暗示にもなり、有効である。

今週もお疲れさまです！ 上にも記載の通り、「ＰＴＡ研修会&町民
文化祭」が、いよいよ明後日に迫りました。研修会につきましては最
終的に「４家庭」の方々にご出席をくださるとのこと。ご出席の皆様に
おかれましては、道中お気を付けてお越しください。今日から２日間、

首を長～くして、お待ちしております！（昼食会や個別懇談でのお話を楽しみにしております!!）
さて、本原稿を書いている本日（木曜日）は、比較的温暖な１日ではありましたが、最近は「雪虫＝

アブラムシの一種(この虫が飛び始めると降雪があるとこちらでは言い伝えられています(^^)）」も沢山飛び始め、
低速で車を走らせていても、フロント部分が「真っ白」になる程です。本州の方では、いよいよ紅葉本
番かと拝察いたしますが、季節の変わり目ですので、お身体どうかご自愛くださいませ。

今週の担当は、ＨＡＲＵＯくんです(^_^)v 今週のトレーニング、お疲れさま！

☆写真は見学旅行・マリン体験のヒトコマ。ダイビング体験で綺麗な海を満喫！！

＜来週の予定＞ 来週は、「町民文化祭」&「開校記念日」有！
１０月２７日（日） 登校日：☆ＰＴＡ研修会・町民文化祭

（ 1校時高校授業参観：数Ⅱ、 2校時産学授業参観：体育ｶｳﾝﾄ）

２８日（月） 振替休日

２９日（火）～３０日（水） 平常授業

３１日（木） １校時：人権教室有

１１月 １日（金） 開校記念日

１０月～１１月にかけても、君たちの ”覚醒” に期待する！

＜日々確認！＞ 日高高校２年生のお約束

☆校訓：「樹の如く伸びよ、星の如く輝け」を一歩前進させるべき年！
き ご と の ほし ご と かがや

① １学年テーマ「信」→２学年テーマ「覚」を常に忘れずに！
② 他人の悪口を言わない、書かない、思わない！！
③ 自分自身に嘘をつかない！！！

そして・・何事にも努力を惜しまず、「修羅の如く」自分と向き合え！


